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理事，代議員および評議員（常任代議員）の選出方法

代議員200名，理事14名（会長1、副会長2を除く），評議員（常任代議員）40名とし、それぞれ任期2年，毎年半数交代とする．（会長1，副会長2および監事1は正会員による選挙）

代議員の選挙　

・定数を全国区50，地方区50とし，候補者は自薦および他薦(本人の承諾書必要)とする．

・選挙者は正会員で，全国区および地方区について投票．

・全国区は25名以下の連記，地方区は定数以下の連記．

・全国区の選出には所属別定員充足数を考慮．

・地方区の区分は支部の区分に準じ，選挙者および被選挙者はその地方区に居住(または勤務)している正会員とする．

· 全国区および地方区とも，得票数が同じ場合には年少順に当選者とする．

理事の選挙　

・定数は7とし，被選挙者はその年度に代議員に選出された者(立候補による)

・選挙者は代議員(前年度選出者を含む)で，定数以下の連記． 

・投票は7名以下の連記により行い，有効得票数の多い順に当選者とする．

・理事に当選した者は代議員から除き、欠員はその年度の代議員選挙結果にもとづいて補充．

評議員（常任代議員）の決定　

・全国区代議員の選挙結果にもとづいて年度別定数20名を，所属別定員充足数を考慮して決定．

問題点

　・理事および評議員 (常任代議員)の選出方法をあらかじめ代議員の選挙にあたって正会員に徹底しておく必要がある．

・評議員 (常任代議員)、評議員会 (常任代議員会)の呼称．

　･地方区で選出された代議員が理事に選ばれた場合の，地方区代議員の補充方法（該当者が得られない可能性）．

　・選挙日程についての検討（現行の日程を延長する必要がある）．
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